
組合員・利用者本位の業務運営に関する
取組状況公表について
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Ⅰ.取組状況

当組合は、地域に根差した金融機関であることを認識し、迅速かつ柔軟に対応し親
しまれる金融機関を目指すため、「組合員・利用者本位の業務運営に関する取組方
針」を公表するとともに、組合員・利用者の皆さまの生活設計と多様化するニーズに応じ
た商品・サービスや「ひと・いえ・くるまの総合保障」と「農業賠償責任保険」などの提供を
通じた豊かな生活づくりに貢献するための具体的な取組みを実践しており、今回その取
組状況を公表いたします。

（注）共済事業は、当組合と全国共済農業協同組合連合会（ＪＡ共済連）が、共同で事
業運営しております。

当麻農業協同組合

０ 序文

組合員・利用者本位の業務運営に関する取組状況について

202６年1０月３０日
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Ⅰ.取組状況

貯金・ローン等をはじめとする組合員・利用者の暮らしに便利な商品・サービスを、ライフスタイルの
変化に等に合わせて提供いたします。
なお、当組合は、投資性金融商品の組成に携わっておりません。

１ 組合員・利用者への最良・最適な商品、共済仕組みサービスの提供

（1）信用の事業
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Ⅰ.取組状況

当組合は、組合員・利用者の皆さまが、生活や農業を取り巻く様々なリスクに対して、安心して備
えられるよう、最良・最適な共済仕組み・サービスを提供します。
なお、当組合は、市場リスクを有する共済仕組み（例:外貨建て共済）は提供しておりません。

（２）共済仕組み・サービス

１ 組合員・利用者への最良・最適な商品、共済仕組み・サービスの提供
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２ 組合員利用者本位の提案と情報提供①





Ⅰ.取組状況

（１）信用の事業活動
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２ 組合員・利用者本位の提案と情報提供②

Ⅰ.取組状況

（２）共済の事業活動












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Ⅰ.取組状況

３ 組合員・利用者本位の各種手続きやアフターフォローの実施

４ 組合員・利用者の「声」を活かした業務改善
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５ 利益相反の適切な管理

６ 組合員・利用者本位の業務運営を実現するための人材の育成と態勢の構築

Ⅰ.取組状況


